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にありながら、1 枚のイメージや 1 枚のストーリーから出発し、それらの作品群を束ねる
新たな構成方法を発掘した点にある。細密版画というレベルの高い技術と描画力を持つク
ォリティーの高い版画作品として成立させ、かつそれらを集合的特性（異時同図など）で
連結させる内容は、独自性と発展性を併せ持ち今後の展開を大いに期待させる内容である。 
以上のことから、外部審査委員を含む 4名の審査委員は、博士後期最終試験において高
度な論文と作品の内容であると判断し、実技系博士論文に望まれる基準以上に満たしてお
り、学位の資格授与に値すると結論付けた。 
 
